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シーズの概要 

 

鋳鉄は難溶接材料として知られている。鋳鉄を溶接すると急冷

により溶接金属部と母材の境界部にセメンタイトが発生し、チル

組織が形成され、機械的性質が低下する。そこで、鋳鉄を溶融し

ないで接合する固相接合法が用いられている。 

 本方法は球状黒鉛鋳鉄パイプを固相接合法の中の摩擦圧接法

で接合する方法である。一般に球状黒鉛鋳鉄を摩擦圧接すると摩

擦力で球状黒鉛が変形して、黒鉛変形層を形成して接合部中央部

付近に残留し、接合強度が著しく低下する。 

 本方法は球状黒鉛鋳鉄パイプどうしを、黒鉛変形層を形成させ

ずに接合する方法である。 
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図１ 接合した球状黒鉛鋳鉄パイプ 
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